
収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　27億6,489万６千円
支出　22億1,635万８千円

収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　21億 99万４千円
支出　18億4,992万７千円

資本的収支 浄水場や水道管の改良
事業に要する収入と支出

収入　 ６億8,084万７千円
支出　19億4,114万円

資本的収支 下水道施設の改良事業に
要する収入と支出

収入　10億2,154万８千円
支出　13億8,466万円

問／上下水道総務課　☎462-3366

● 水道事業会計
　水道事業は独立採算制で運営しており、事業に必要な費用は、皆さんからいただく水道料金などの収入によって
賄われています。
　浄水場や水道管の更新工事として、令和６年度は、泉水・岡浄水場電気設備他更新工事のほか、水道施設耐震化
事業や老朽管更新事業などを実施しました。
　市内の水道管は、宅地化が急速に進んだ昭和40～50年代に敷設されたものが多くあります。水道管の耐震化や
更新工事を計画的に行い、皆さんに安全で安心な水道水をお届けできるよう、健全な事業経営に努めてまいります。

● 下水道事業会計
　下水道事業は「雨水公費・汚水私費の原則」により運営されており、雨水処理費は税金（公費）で、汚水処理費は、
皆さんからいただく下水道使用料などの収入（私費）によって賄われています。
　下水道施設に関する工事として、令和６年度は、浸水被害を軽減させるため、溝沼地区の整備計画に位置付けた
調整池の工事を令和５年度に引き続き実施しました。
　また、下水道施設の適切な維持管理や、今後、需要の増大する下水道管の更新には多額の費用がかかることから、
財源の確保が課題となっています。

支出収入

県水受水費
7億3,345万7千円
（33.1%）

水道料金
19億7,247万2千円
（71.3%）

水を送るための
施設維持管理費
8億2,091万6千円
（37.0%）

企業債の利息
3,762万6千円
（1.7%）

差引収支
5億4,853万8千円

施設の減価償却費
及び資産減耗費
6億2,435万9千円
（28.2%）

水道利用加入金
2億6,994万円
（9.7%）

その他の収入
4億4,254万円
（16.0%）

長期前受金戻入
7,994万4千円
（2.9%）

支出

施設の減価償却費
及び資産減耗費
8億7,142万4千円
（47.1%）

下水道使用料
9億8,877万7千円
（47.1%）

流域下水道
維持管理費負担金
5億6,056万2千円
（30.3%）

下水道施設の
維持管理費
3億8,055万5千円
（20.6%）

企業債の利息
3,686万6千円
（2.0%）

長期前受金戻入
6億8,211万6千円
（32.5%）

その他の収入
1億7,259万5千円
（8.2%）

雨水処理負担金
2億5,750万6千円
（12.2%）

収入

その他の費用
52万円
（0.0%）収支差引

2億5,106万7千円

支出

浄水場の更新、配水管の耐震化、
老朽管の更新に要した費用
11億3,916万9千円
（58.7%）

企業債
6億7,000万円
（98.4%）

企業債償還に要した費用
4億7,768万9千円
（24.6%）

その他の費用
3億2,428万2千円
（16.7%）

不足額
12億6,029万3千円

収入

負担金（消火栓）
1,084万7千円
（1.6%）

＊不足額については損益勘定留保資金などで補てんしました。

支出

下水道施設の
建設改良に要した費用
10億3,623万円
（74.8%）

流域下水道
建設費負担金
9,972万3千円
（7.2%）

国庫補助金
3億5,292万円
（34.5%）

その他下水道建設費
5,011万2千円
（3.6%）

企業債償還に要した費用
1億9,859万5千円
（14.3%）

一般会計繰入金
2,544万2千円
（2.5%）

受益者負担金等
2億678万6千円
（20.2%）

不足額
3億6,311万2千円

収入

企業債
4億3,640万円
（42.7%）

＊不足額については損益勘定留保資金などで補てんしました。
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